第９７回横須賀市民剣道大会要項
１　目的

　　　横須賀市に在住、在職、在学の者を対象にした横須賀剣道連盟最大の行事で、横須賀剣道連盟会員等の1年間の練習成果を発表する場とする。併せて会員等の技術のレベルアップと親睦を深める。
　　　また、大会の実施にあたっては、コロナ感染症対策として、全日本剣道連盟の「大会ガイドライン（Ｒ０５．７．１２）」及び横須賀剣道連盟の「横剣連ガイドラインⅡ（Ｒ０３．６．２０）」並びに「マスクの着用」については、横須賀剣道連盟の「新型コロナウィルス感染症対策に関するマスク着用の変更について（Ｒ０５．１０．２８）」を遵守する。

２　主　催　　横須賀市
３　主　管　　横須賀剣道連盟

４　日　時　　令和６年１０月２０日（日）　８時１５分集合　９時１５分　開会式

５　場　所　　横須賀メインアリーナ
６　参加資格　（１）横須賀市内に在住、在勤、在学であること
　　　　　　　（２）横須賀市在道場の会員であること。ただし、三浦市在住の会員は、三浦市民大会
と重複しない種目に参加できるものとする。

７　参加費　　一人　１，０００円
８　大会内容

（１）［個人の部］小学生～中学生までは、学年別・男女別とする。（但し、参加者の多少により統合することもある。）

　　　　　　　初段以下の部、二段の部、三段の部、四段の部、一般女子の部（初段以下の部、二段以上の部）、家庭婦人の部を実施する。

（２）［団体の部］中学男子、中学女子、高校男子、高校女子、一般団体（４段以下）、母（父）と小学
生親子の部を実施する。

　　　　　　　※団体戦（中・高・一般）は３人編成とし、各支部２チームまでエントリー可能。
（３）［試合要領］試合時間は、原則中学生以下は２分３０秒、その他は３分とする。3本勝負で勝敗を決定する。個人戦は時間内に勝負がつかない場合は延長を行い、勝敗を決する。団体戦は時間内に勝負がつかない場合は引き分けとし、同点同本数の場合は代表者戦により勝敗を決する。
（４）［感染症対策］感染状況の推移によっては、会場の人数制限に基づき、小・中・高・一般の試合区分の変更、入・退場の時間差設定等、密にならない対応を行う。

９　携行品　　剣道具、剣道衣・袴、竹刀、面マスク（市販用マスクでも可）
１０　その他

（１）基本的な感染対策の徹底
　　・　マスクの着用と入館時の検温（３７．５度以上の場合は入場させない）。
　　・　入館時手・指の消毒、３密にならないようソーシャルディスタンスを維持させる。
（２）会場内でのマスク着用は個人の判断とする。試合実施者は、横須賀剣道連盟（Ｒ０５．１０．２８）」により、剣道実技中はマウスシールドもしくは面マスクを着用する。
（３）時間内に勝敗が決せず延長戦となった場合は、適宜休憩を取らせる等、選手の体調を十分考慮し
　　た上で行わせる。

（４）大会参加後２週間以内に新型コロナウィルスの感染症を発症した場合は、速やかに事務局へ連絡
　　すること。
（５）大会に参加する選手は、各支部においてスポーツ傷害保険に加入しておくこと。
また、大会実施中に傷害等が発生した場合は、応急処置を講じ救急等の手配のみ行います。
以降の治療等は自己負担となることをご承知おき下さい。

※昨年、観客を含め、約１０００名が参加した。　　　　
以上」


